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された（Ames & Flynn, 2007; Ames, 2009）。
　上述した先行研究では、主張発言と同調発言を組み合わせて使用することを主張的な発言
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ることが予想されるためである（Ollendick, 1983; 古市・乗金・原田, 1991; 玉瀬・越智・
才能・石川, 2001）。また、対人場面における自己表現の回避や相手への共感的表現が、素




















マ（Lowe & Storm, 1986）が存在する。主張性とリーダーシップとの曲線的な関係を明ら




























































































































権利の防衛 ｢返して欲しい｣ と素直に言う .75
権利の防衛 ｢返してもらえなくて困っている｣ と自分の気持ちを言う .68
異なる意見の表明 自分の意見を素直に言う .65
異なる意見の表明 なぜ友達がそのような意見を持ったのかをたずねる .57
要求の拒絶 ｢今はできない｣ と素直に言う .55





































sf 難しいことでも自分なりに努力してやってみようと思う .73 -.07
sf いろいろなことを学んで自分を深めたい .69 -.05
sf こういうことがしたいなあと考えるとわくわくする .65 -.07
sf 何でも手がけたことには最善をつくしたい .61 -.01
sf いつも何か目標を持っていたい .60 .13
sf ちょっとした工夫をすることが好きだ .59 .05
sf 何か小さなことでも自分にしかできないことをしてみたいと思う .57 .11
sf 今日一日何をしようかと考えることはたのしい .54 -.05
sf 人に勝つことより、自分なりに一生懸命やることが大事だと思う .54 -.30
sf 決められた仕事の中でも個性をいかしてやりたい .54 .13
sf みんなに喜んでもらえるすばらしいことをしたい .52 .10
sf 結果は気にしないで何かを一生懸命やってみたい .48 -.22
sf 人と競争することより、人とくらべることができないようなことをして自分をいかしたい .40 -.02
競争的達成動機
cp 成功するということは、名誉や地位を得ることだ -.30 .80
cp 就職する会社は、社会で高く評価されるところを選びたい -.14 .67
cp 社会の高い地位を目指すことは重要だと思う -.03 .67
cp 世に出て成功したいと強く願っている .25 .52
cp ものごとは他の人よりうまくやりたい .29 .48
cp 勉強や仕事を努力するのは、他の人に負けないためだ .00 .47
cp 今の社会では、強いものが出世し、勝ち抜くものだ -.24 .46
cp どうしても私は人より優れていたいと思う .21 .44
cp 競争相手に負けるのはくやしい .25 .40










4.2.  各尺度得点の平均値と性別のt 検定
　各尺度得点の平均値と標準偏差をTable8に記載する。各尺度得点の平均値について回答
者の性別によるt 検定を行ったところ、競争的達成動機は男性が女性よりも有意に高かった






sr 仲間から浮いているように見られたくない .77 -.09
sr 仲間外れにされたくない .76 -.02
sr 誰からも嫌われたくない .70 .04
sr みんなと違うことはしたくない .70 -.29
sr どんなときでも相手の機嫌を損ねたくない .65 -.01
sr 友達と対立しないように注意している .62 .06
sr 一人ぼっちでいたくない .61 .08
sr できるだけ敵は作りたくない .59 .09
sr 一人でいることで変わった人と思われたくない .55 -.05
at 一人でいるよりも人と一緒にいたい .37 .29
親和傾向
at 人と深く知り合いたい -.04 .82
at 友達と喜びや悲しみを共有したい .01 .67
at 知り合いが増えるのが楽しい .07 .67
at 友達とは本音で話せる関係でいたい -.04 .66
at 友達には自分の考えていることを伝えたい -.30 .60
at 人とつきあうのが好きだ -.06 .59
at 友達と非常に親密になりたい .25 .57
















性別 N M SD t df p
男性 123 3.81 .73 -.22 226.33 .83
素直な表現 女性 202 3.83 .62
全体 328 3.82 .66
男性 123 3.71 .90 1.40 323 .16
情動制御 女性 202 3.57 .94
全体 328 3.62 .92
男性 123 3.34 .94 -1.55 323 .12
他者配慮 女性 202 3.49 .80
全体 328 3.43 .86
男性 123 4.06 .79 -.02 323 .98
主体性 女性 202 4.06 .71
全体 328 4.05 .74
自己充足的
達成動機
男性 123 3.79 .61 -1.00 323 .32
女性 202 3.86 .61
全体 328 3.83 .61
競争的
達成動機
男性 123 3.49 .62 2.16 323 .03
女性 202 3.33 .67
全体 328 3.39 .65
男性 123 3.31 .87 -1.89 323 .06
拒否不安 女性 202 3.48 .73
全体 328 3.42 .79
男性 123 3.71 .80 -1.62 212.10 .11
親和傾向 女性 202 3.85 .62
全体 328 3.79 .70
内的
他者意識
男性 120 3.53 .77 -1.32 318 .19
女性 200 3.64 .72


















説明変数 素直な表現 情動制御 他者配慮 主体性
自己充足的達成動機 .35 ** .44 ** ─ .30 **
競争的達成動機 ─ ─ ─ ─
拒否不安 ─ -.36 ** .41 ** ─
親和傾向 ─ ─ ─ ─
内的他者意識 ─ ─ ─ ─




説明変数 素直な表現 情動制御 他者配慮 主体性
自己充足的達成動機 .36 ** .31 ** ─ .28 **
競争的達成動機 ─ ─ ─ ─
拒否不安 ─ -.30 ** .18 * -.18 **
親和傾向 ─ ─ ─ ─
内的他者意識 -.20 ** ─ .17 * ─
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Desirable self-expression in undergraduate students:




This study examined desirable self-expression in interpersonal situations along 
four dimensions: open expression, control of emotion, consideration for others, and 
self-direction. Additionally, the study analyzed whether achievement and affiliation 
motives, as well as other-consciousness related to desirable self-expression. Study 
participants included 328 undergraduate students completed a questionnaire. 
Desirable self-expression was defined as avoiding excess consideration for others, 
controlling anxiety and tension, and openly expressing oneself based on self-direction. 
Therefore, the study found that self-fulfillment motive and sensitivity to rejection were 
related to desirable self-expression. As sensitivity to rejection increased, women did 
not regard decision-making based on self-direction as an appropriate reaction. Further, 
as other-consciousness increased, women tended to regard consideration for others as 
desirable.

